DVD±R/RW/RAM 


10 DATA 


te ットアップガイド 

DVR-H10LE 

この度は、 「 DVR - H 10 LE 」 （以下、本製品と呼びます。）をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 
ご使用の前に[本書]をよくお読みいただき、正しいお取り扱いをお願いいたします。 


B - MANU 200489 -01 


動作環境の確認 



対応機種& 


対応 OS 


搭載 CPU 》 


メモリ 


ハードディスクが 


対応メディア 


本製品が取付可能なドライブベイ （5 インチベイ）と IDE インターフェイスを搭載した DOS / V マシン 


Windows XP % 2 / 2000 Professional / Me ^ 3 


データ保存時 ： Pentium III 450 MHz 以上 


128 M バイト以上 


空き容量 200 M バイト以上（イメージファイル作成時に最大 8.5 G バイトの空き容量が必要です。） 


.DVD : DVD + R % 6 、 ％ 7 、 DVD + RW 、 DVD - R % 7 、 ％8、 DVD - RW 、 DVD - RAM % 9 、 DVD-ROM 
1 C D : CD - R , CD - RW 、 CD-ROM 


推奨メディア 


1 層 DVD+R 


2 層 DVD+R 


DVD+RW 


1 層 DVD-R 


層 DVD-R 


DVD-RW 


DVD-RAM 


CD-RW 



メディアの速度 

メーカー名 


16倍速 

太陽誘電、日立マクセル、三菱化学 

8 倍速（最大12倍速書き込み※ 13 ) 

太陽誘電、日立マクセル、リコー 

8倍速 

三菱化学 

8 倍速（最大1〇倍速書き込み※ 13 ) 

三菱化学 

2 Ain'M (最大6倍速書き込み※ 13 ) 

日立マクセル、三菱化学 

2.4 倍速 

リコー 

8倍速 

日立マクセル、リコー 

4倍速 

日立マクセル、三菱化学、リコー 

16倍速 

太陽誘電、日立マクセル、三菱化学 

8倍速 

太陽誘電、日立マクセル、三菱化学 

4 倍速（最大6倍速書き込み％ 3 ) 

三菱化学 

6倍速 

ビクター、三菱化学 

4倍速 

TDK 、 ビクター、日立マクセル、三菱化学 

12倍速 

弊社ホームページにてご確認ください。 

5倍速 

Panasonic 、 日立マクセル 

3倍速 

Panasonic 、 日立マクセル 

太陽誘電、三菱化学 

三菱化学 ^ 


より詳しし \ 対応機種情報を対応製品検索エンジン 
「 PI 0 J にてご案内しております。 

http://www.iodata.jp/pio/ 


^2 「 B's CLiPJ をご利用になる場合は 、 Service Pack 
1以降がインストールされている必要があります。 
※巳以下の場合 、 Windows XP /2000 Professional が 
必要です。 

•「 B_s Recorder G 0 LD 8 Security 」 で暗号化 
した DVD の暗号を解除する 

※斗 DVD メディアへ12倍速以上で書き込みを行う場 
合の推奨環境は以下の通りです。 

•搭載 CPU : Pentium III 1 GHz 以上 

•ハードディスク ： Ultra ATA /66 以上で接続さ 
れたハードディスク （ DMA 転送モード） 

※ら參書き込みは 12 cm メディアのみ対応しております。 
• DVD ■ CD への書き込みを行う際には、各々の 
書き込み速度に対応したメディアが必要です。 
※6 2層 DVD+R メディアにマルチセッションにて書き 
込みを行った場合、他のドライブでは最初のセッ 
ションのみ読み込むことができます。 

※ア2層 DVD 土 R メディアに 「 B's CLiPJ にて書き込 
みを行った場合、他のドライブでは読み込むこと 
はできません。 

※巳2層 DVD - R メディアへの書き込みは、ディスクア 
ットワンスのみ対応しております。 

※〇 •力ートリッジから取り出し不可能なメディア 
(TYPE I )には対応しておりません。 

•2.6 G パイト/面のメディアは読み込みのみ対応 
しております。 

※，〇參推奨メディア以外を使用した場合は、メディア 
の品質により正常に書き込みできないことがあ 
ります。 

•最新の情報は、弊社ホームページにてご確認く 
ださい。 

XII 「 B's Recorder GOLD 8 Security 」 にてコピー 
禁止機能付き DVD を作成する場合には、推奨メ 
ディア欄にてご案内しておりますメーカー製の 
CPRM 対応 DVD - R/RW for VIDEO メディアをご 
利用ください。 

※マ2 2倍速以下のメディアは読み込みのみ対応しております。 

※13弊社では記載の倍速メディアにてメディアの倍速 
を超える高速の書き込みを確認しておりますが、 
全ての環境についてメディアの倍速を超える高速 
の書き込みを保証するものではありません。ま 
た、メディアメーカーへの本製品でのメディアの 
倍速を超える高速の書き込みに関するお問い合わ 
せはご遠慮ください。 


ご注意 


•本製品はドライブベイ （5 インチベイ）搭載タイプで 
す。ドライブベイに空きが無い場合は、あらかじめ搭載 
済みのドライブを取り外す必要があります。 

•取り付け後、フロントパネルが操作可能な機種でご使用 
いただけます。 

• DVD + R 、 DVD + RW 、 DVD - R 、 DVD - RW メディアで作成 
した DVD ビデオは、既存のプレーヤー、対応のゲーム機 
で再生可能ですが、一部再生できない機種があります。 

•左記の条件を満たした場合でも、環境やメディアの品質 
によっては、ドライブの最大性能を発揮できない場合が 
あります。 


製品仕様 


ドライブ名 

GSA - H 10 N (〇 EM 供給元：株式会社日立製作所） 

平均アクセスタイム 

• DVD-ROM : 145 ms 籲 DVD-RAM : 200 ms 
• CD-ROM : 125 ms 

インタ フェイス仕様 

ATAPI(Ultra DMA Mode 4) 

設置条件 

設置方向：水平、垂直（垂直は 12 cm メディアのみ対応） 

書き込み方法 

• DVD+R : Sequential write ※〇ソ〇卞…のみ 

• DVD+RW : Random write 

• DVD - R/-RW : Disc at Once 、 Incremental、Restricted Overwrite ^ 
• DVD-RAM : Random write、Sequential write 
• CD - R/RW : Disc at Once、Session at Once、Track at Once 、 
Packet Writing 

ディスクローディング方式 

トレイタイプオートローデイング 

データバッファサイズ 

2 M バイト 

書き込みエラー回避機能 

搭載 

最大書き込み/読み込み速度 

DVD 

1層 

+R 

2 層 

+R 

+RW 

i 層 

-R 

2 層 

-R 

-RW 

RAM 

ROM 

アナログライン出力 

0.7 Vrms 

電源仕様 

DC +5 V ±5 0 / 0 、+12 V ±10 o / o 

禱き込み 

x 16 

xIO 

x 8 

^16" 

x 6 

x 6 

x 12 

- 

定格電流 

5 V ：1 _5 A 、12 V ：1 .OA 

読み込み 

xl 6 

x 12 

xl 3 

xl 6 

x 12 

xl 3 

x 12 

x16(1 層） 
x12(2 層） 

動作温度 

+5 〜 +35 °C (パソコンの動作する温度範囲であること） 

C D 

-R 

-RW 

ROM 


動作湿度 

20%~80°/〇 (結露なきこと） 

外形寸法 

146( W ) x 1 65( D ) X 41.3( H)mm (フロントべゼル含まず） 

書き込み 

x 48 

x 32 

■ 

自冗み込み 

x 48 

x 40 

x 48 

質量 

約80 Og (本体のみ） 


適合フォーマツト 


•DVD : DVD - ROM 、 DVD-Video 

• CD : CD-ROM ModeK CD-ROM XA Mode 2 ( forml 、 fo 「 m 2) 、 
CD - DA 、 CD - Extra 、 CD - I、Video CD 、 CD - TEXT、PhotoCD 


安全にお使いいただくために 


ここでは、お使いになる方への危害、財産への損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使いいただくための 
注意事項を記載しています。ご使用の際には、必ず記載事項をお守りください。 

〈警告及び注意表示〉 


A 

この表示を無視して誤った取り扱いをす 

A 

この表示を無視して誤った取り扱いをす 

/h 

ると、使用者が死亡または重傷を負う可 

/h 

ると、使用者が軽傷を負〇かまたは物的 

能性が想定される内容を示しています。 

損害のみの発生が想定される内容を示し 

警告 


注意 

ています。 


〈絵記号の意味〉 


この記号は注意(警告を含む)を促す 
内容を告げるものです。記号の中や近 
^ くに具体的な内容が書かれていま1； 


Q 


この記号は禁止の行為を告げる 
ものです。記号の中や近くに具 
体的な内容が書かれていま？； 


<例> 

「発火注意』を表す絵表示 


A 


<例> 

「分解禁止」を表す絵表示 


• この記号は必ず行ってし、ただきたい 
行為を告げるものです。記号の中や近 
くに具体的な内容が書かれてし、ま1； 

く例〉 ^ 

「電源プラグを抜く」を表雜表示 


△警告 


本製品を使用する場合は、ご使用のパソコンや周辺機器のメーカーが指示してい 
る警告、注意表示を厳守してください。 

煙が出たり、変な臭いや音がしたら、すぐに使用を中止してください。 

電源を切ってコンセントから電源プラグを抜しヽてください。そのまま使用すると火災■感電の原因になります> 


本製品を修理 ■ 改造 ■ 分解しないでください。 

火災や感電、やけど、動作不良の原因になります。修理は弊社修理センターにご依頼ください。 

分解したり、改造した場合、保証期間であっても有料修理となる場合があります。 

本製品を取り付ける場合は、本書「セットアップガイド」で接続方法をご確認になり、 
以下のことにご注意ください。 

參接続ケーブルなどの部品は、必ず添付品または指定品をご使用ください。故障や動作不良の原因になります。 
•接続するコネクターやケーブルを間違えると、パソコン本体やケーブルから発煙したり火災の原因になります。 

本製品の取り付け/取り外しの際は、必ず本書「セットアップガイド」で取り付け 
/取り外し方法をご確認ください。 

間違った操作を行うと火災 ■ 感電 ■ 動作不良の原因になります， 

本体を濡らさないでください。 

火災. 感電の原因になります。お風呂場、雨天、降雪中、海岸、水辺でのご使用は、特にご注意ください。 


内部のレーザー光線を直視すると視覚障害を起こす恐れがあります> 
内部をのぞきこまないでください。 


A 注意 


本製品を使用中にデータなどが消失した場合でも、データなどの保証は一切いたしかねます。 

故障に備えて定期的にバックアップをお取りください。 

本製品は以下のよラな場所で保管■使用しないでください。 

故障の原因になることがありま？； 

《使用時/保管時の制限》翁振動や衝撃の加わる場所•直射日光のあたる場所參湿気やホコリが多い場所參温度差 
の激ししヽ場所春熱の発生する物の近く (ストーブ、ヒータなど）•強し ヽ 磁力電波の発生する物の近く (磁石、 デイ スプレ 
イ、スピーカ、ラジオ、無線機など）•水気の多い場所(台所、浴室など）•傾いた場所籲腐食性ガス雰囲気中 ( CI 2、 
H2S 、 NH 3、 S 02、 N 0 x など）參静電気の影響の強し、場所 

《使用時のみの制限》•保温、保湿性の高しヽものの近く（じゆうたん、スポンジ、ダンボール、発泡スチロづレなど） 

參製品に通気孔がある場合は、通気孔がふさがるような場所 

本製品は精密部品です。以下の注意をしてください。 

參落としたり、衝撃を加えない參本製品の上に水などの液体や、クリップなどの小部品を置かない 
•重いものを上にのせない參本製品のそばで飲食 ■ 喫煙などをしない 

アクセスランプ点灯/点滅中に電源を切ったり、バソコンをリセットしないでください。 

故障の原因になったり、データが消失するおそれがありま1~。 


本体内部に液体、金属、たばこの煙などの異物が入らないようにしてください。 


本体についた汚れなどを落とす場合は、柔らかい布で乾拭きしてください。 

•洗剤で汚れを落とす場合は、必ず中性洗剤を水で薄めてご使用ください。參ベンジン、アルコー)レ、シンナー系の 
溶剤を含んでしヽるものは使用しないでください。參市販のクリーニングキットを使用して、本製品のクリーニング作 
業を行わなしヽでください。故障の原因になります。 

メディアの取り扱いについては以下をお守りください。 

籲メディアを直接持つときは光沢のある場所に触らないようにしてください。両端をはさむようにして持つか、中央 
の穴と端をはさんでください。 

參正しい再生をするためと、振動や回転音が大きくなるなどのトラブルを防ぐため、メディアに紙やシールなどを貼ら 
ないでください。 

•ひびの入ったメディアや反ってしまったメディアは絶対に使用しなしヽでください。また、割れたメディアをテープ類 
や接着剤で貼りあわせて使用しないでください。高速回転しますので、欠陥のあるメディアは危険です^ 
•メディアに異物 ( CD - R メディアの仕切りなど)が付いていないことを十分ご確認の上、ドライブに挿入してくださ 
し、。異物が付いたまま挿入すると、故障の原因になります> 

レンズには触れないでください。 

音とびやデータの書き込み_読み込み時の不具合の原因になりま兄 


I 【ご注意】 1) 本製品及び本書は株式会社アイ•オー•データ機器の著作物です> したがって、本製品及び本書の一部または全部を無断で複製、複写、転載、改変する ■ 
I ことは法律で禁じられてし\ま芄 2) 本製品及び本書の内容については、改良のために予告なく変更することがあります ） 3) 本製品は「外国為替及び外国貿易法 J ■ 
|の規定により戦略物資等輸出規制製品に該当する場合があります。国外に持ち出す際には、日本国政府の輸出許可申請などの手続きが必要になる場合がありま I 
iTo 4) 本サボートソフトウェアの使用にあたっては、バックアップ保有の目的に限り、各1部だけ複写できるものとします。 5) 本サボートソフトウェアに含まれる著 I 
■作権等の知的財産権は、お客様に移転されません。 6) 本サボートソフトウェアのソースコードについては、如何なる場合もお客様に開示、使用許諾を致しません 。I 
I またツースコードを解明するために本ソフトウェアを解析し、逆アセンブルや、逆コンパイル、またはその他のリバースェンジニアリングを禁止します。 7) 書面に I 
■よる事前承諾を得ずに、本サボートソフトウェアをタイムシェアリングリース、レンタル、販売、移転、サブライセンスすることを禁止しまあ 8) 本製品は、医療機 ■ 
|器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器、兵器システムなどの人命に関る設備や機器、及び海底中継機、宇宙衛星などの高度な信頼性を必要とす| 
I る設備や機器としての使用またはこれらに組み込んでの使用は意図されておりません。これら、設備や機器、制御システムなどに本製品を使用され、本製品の故 ■ 
I 障により、人身事故、火災事故、社会的な損害などが生じても、弊社ではいかなる責任も負いかねます。設備や機器、制御システムなどにおいて、冗長設計、火災延 ■ 
|焼対策設計、誤動作防止設計など、安全設計に万全を期されるよろご注意願います。 9) 本製品は日本国内仕様です。本製品を日本国外で使用された場合、弊社は ■ 
-切の責任を負いかねます。また、弊社は本製品に関し、日本国外への技術サボート、及ぴアフターサービス等を行っておりませんので、予めご了承くださし\> I 
I (Tms product is for use only in Japan. We bear no responsibility for any damages or losses arising from use or, or inability to use, this product I 
I outside Japan and provide no technical support or after-service for this product outside Japan.)10) お客様は、本サボートソフトウェアを一時に 1 台のバ I 
1 ソコンにおいてのみ使用することができます > 1 1) お客様は、本製品または、その使用権を第三者に再使用許諾、譲渡、移転またはその他の処分を行うことはでき I 
I ません。 12) 弊社は、お客様が【ご注意】の諸条件のいずれかに違反されたときは、いつでも本製品のご使用を終了させることができるものとします> 13) 本製品 I 
I を運用した結果の他への影響につし、ては、上記にかかわらず責任は負いかねますのでご了承ください。 


•準備しよろ 



読み書き■イジェクト時に点灯/点滅します。 


トレイの出し入れを行います。 


ドライフ''背面 




電源コネクター 


パソコンの電源ケーブルを接続します 0 


オーデイオコネクター(アナログ） 


市販の才ーデイオケーブレを使用してパソコン 
本体のサウンドカードと接続します。機種や環境 
によつては使用しない場合があります。 


IDE コネクター 


パソコンの IDE コネクターと 接続す る 
ためのケーブルを接続します。 


IDE 機器の接続状況により設定を行 
います。 


アクセスランプの点灯/点滅中はノ \°ソコンをリセットしたり、電源を切ったりしないでください。 
故障の原因になったり、データが消失する恐れがあります^ 


2•設定しよろ 


3•接続しよろ 


4•確認しよろ 


Windows 2000 / Me でお使いの場合 

DVD-RAM ドライバーのインス I -ール後は、リムーバ 
ブルディスクアイコンが追加されます。 DVD-RAM を 
使用するときは、このアイコンを使います。 

( DVD-RAM ドライバーのインス I -ール方法について 
は本紙裏面をご覧ください。） 



手順.1 


本製品は IDE 機器としてパソコン本体に接続します^ 

を参考に、取り付ける±1所を決めます。 



手順.2 


手順.1で決めた取り付ける場所にあわせて、本製品背面のスイッチを『マスタ 
_』（出荷時設定）または、『スレーブ』のどちらかに設定します。ご使用環境 
にあった設定を行ってください。 



J Ur U=j 〇 〇 r-|T] foooooooooooooooooooo |丁 ハハハ广 f 
[〇 〇 00001 〇 〇 U 0000000000 000000000 U U U U 


上 

■ ■ 

T 


上 

■ 

¥ 

■ 

上 

¥ 

■ ■ 

下 

■ ■ 

■ 


下 

■ 

■ 

■ 

下 

■ 

■ ■ 



パソコンと周辺機器の電源を切り、パソコンの電源ケーブルをコンセントから抜きます。 

手順.2 

パソコンのルーフカバー、ドライブベイ （5 インチベイ）のカバーを外し、本製品を取り付けます。 

パソコンのルーフカバーの外し方、ドライブベイ （5 インチベイ）のカバーの外し方、取り付け方はパソコンの取扱説明書をご覧ください。 

手順.3 

各ケーブルを接続します。 


パソコン本体から出ている IDE フラットケーブルを、本製品の IDE コネクターに接続します。プ 
ライマリー （1 系列目）またはセカンダリー （2 系列目）を充分確認し、接続してください。 


パソコン本体から出ている電源ケーブルを本製品の電源コネクターに接続します。 



添付の取り付けネジで本製品をとめます。 

お使いの機種によって、ネジ穴の場所や数が異なります。詳しくは、パソコンの取扱説明書をご覧ください。 


手順.5 


パソコンのルーフカパーを取り付け、ケーブルや周辺装置を元に戻します。 


パソコンを起動して[マイコンピュータ]を開き、 CD - ROM のアイコンが追加されて 
いることを確認します。アイコンが追加されていれば、本製品をご使用いただけます， 


方イル®編集© mm < v > お気(こ入〇®ツ-ル®ヘルブ㈣ 

〇沒 |P 検索 フ糾囤， 

アドレス® >マイ； t /ビュ-夕 



アイコンの 
追加を確認 

※ドライブ文字 
(番号)は環境によ 
つて異なりま？_。 


Windows XP 
以外の場合 




左記のアイコ 
ンの追加を 
確認します> 


t (画面例 : Windows XP ) 



パソコンが起動しない場合 


[2 .設定しよう]を参照し、もう一度、本製品の 
「マスター」「スレーブ」設定をご確認ください。 


X 


に 




アイコンが追加されていない場合 


•[表示]メニューの[最新の情報に変更]をクリックしてみてください。 
•ケーブルの接続が正しく行われていることをご確認ください。 
(パソコンの電源を切り、再度ケーブルを抜き差ししてください。） 


注意事項 


籲ケープ J レを抜くときは、ケーブ J レ部分を引っ張らない 
で、コネクターを持って抜いてください。 

籲本製品を使用する際には、 Windows の転送モードを 
DMA に設定してください。 

籲一部のウイルス対策ソフトがインストールされてい 
る場合には、動作が不安定になる場合があります。 

•本製品にメディアを入れたまま移動したり傾けたり 
しないでください。本製品やメディアを破損します。 

_本製品を長時間使用した場合は、一旦メディアを取り 
出し数分おいてから書き込みを行ってください。 

籲本製品はパソコンの省電力機能には対応しておりま 
せん。 

裏面へお進みください。® 


ケーブルセレクト (cs) 


スレーブ ( SL ) 


マスター ( MA ) (出荷時設定) 


「プライマリ ー J コネクター 


「セカンダリー』コネクター 


その他ご注 


スレーブ 

(SLAVE) 


マスター 

(MASTER) 


スレーブ 

(SLAVE) 


マスター 

(MASTER) 


こんなときには 


②電源ケーブル 


ゲーブルを差し込むときは 
ケーブルの向きにご注意ください。 

逆向きだと差し込めないようになつていますが、 
無理に差し込もうとすると、コネクターを破損す 
る恐れがあります。コネクターを抜き差しする場 
合は、ピンが折れないようにコネクターをまつす 
ぐにして行つてください。 

ピンが折れると正常に動作しません。 


DE フラツトケーブル 


IDE の基礎知識 


IDE の基礎知識 


正常に使用できるかを確認します 


本製品をパソコンに接続します 


ツチを設定します 


ご注意 

























































































































































































































































































































































^蹲 DVD を使ってみょぅ 

■用途に応じて添付ソフトウェアを選択してください。 


困ったときには 



ソコン接続時の問題 


データ DVD- 
凌つくりた (1 


HVD - RAMI ^ 
データを 
塞妄込みた^ 


B> Recorder 

gold8 

厂 Secuiitvn 

B.H.A 

データ ライティングソフト 

通常のデータ CD / DVD 作成に加えて、暗号化 CD / DVD を作成することもできます> 

※他のデータライテイングソフトやパケットライトソフトがインス!ルされている場合には、本ソフトをインス!ルする前にそれらのソフトをアンインス!ルしてください。 

《 Dir 日 ctX 9がインストールされ T いない環境では、巳 's Recorder G 0 LD 8 Security のインストール時に DirectX 9が自動的にインストールされます。 



□ VD - RAM にデータを読み書きする際にインス!ルしてください。 

DsCLiP 

B . H 八 

ノ\°ケットライトソフト 

□ VD + RW /- RW や CD - RW にドラッグ S ドロップ操作でデータを書き込むことができます。 

※他のデータライティングソフトやパケットライトソフトがインス!ルされている場合には、本ソフトをインス!ルする前にそれらのソフトをアンインストールしてください。 

AdobeReader 

PDF 文書ファイル閲覧ソフト 

各ソフトに付属している PDF 形式の文書ファイルを読む際に使用します。 

見張つトレイ 

トレイコントロールユーテイリテイ 

パソコンシャットダウン時にメデ V アの取り出し忘れを防ぐユーティリティソフトです。 


トリあ対 



用途に応じて 

必要总 V フトをインストールしよラ 


冢ソフトウェアをインスト_ルするには •• • 


I ※糊如〇…日 XP /2 〇〇〇で収録されているソフトをお使いの場合には、管理者権限でログオンしてください。 


添付の CD - ROM を 
DVD ドライブに 
挿入します。 


2 メニューが表示され 
たら[インス!ル] 
をクリックします。 


3インストールしたい 
ソフトをクリック 
します。 


4表示に従ってインスト- 
を進めます。 


-ル 5インス!ルが完了します。 

(再起動が必要な場合があります。） 


こんな時には… 

インス!ルするソフトウェアによつては、シリアル番号入力 
画面が表示される場合があります。その場合、シリアル番号は 
自動的に人力されますので、そのまま次の画面に進んでください。 



B's Recorder GOLD + B's CUP を使用する際のご注意 


省電力機能を無効(オフ)にしてください。無効(オフ)にしないで書き込みを行うと、 
書き込みに失敗する場合があります。 

•マルチセッション■マルチポーダー(セッション単位でデータを追記することで 
す。 ） 記録したメディアの使用済み容量を知りたい場合は、『ぼ s Recorder 

GOLD ] の「メディア」メニューの[情報」を選択してください。エクスプローラ 
の[ファイル』メニューの[プロパティ」を選択すると表示される‘‘使用領域”で 
は、 0 S の仕様により最後のセッションの容量しか表示されません。 

•2 層 DVD + R メディアにマルチセッションで書き込みを行った場合、他のドライブで 
は最初のセッションのみ読み込むことができます。 

•2 層 DVD 土 R メディアに 「 B's CLiPJ で書き込みを行った場合、他のドライブで読み 
込むことはできません。 

•一度でも書き込みに失敗した DVD + R /- R / CD-R メディアは使用しないでください。 
正常に動作しない場合があります。また、書き込みに失敗した 
DVD + RW /- RW / CD - RW メディアは旧 1 s Recorder G 0 LDJ を使用して、いったん 
データを消去した後にご利用ください。 

•いったん旧 _s Recorder G 0 LDJ と本製品で書き込みを行ったメディアに追記する 
場合は、必ず 「 B_s Recorder GOLD ] と本製品を使用してください。 

また、いったん 「 B's CLiPJ と本製品で書き込みを行ったメディアに追記する場合 
は、必ず [ B ' sCLiPJ と本製品を使用してください。 


•—度 [ B's CLiPJ でフォーマツトした DVD 土 RW 、 CD - RW メディアを再フォーマツ 
卜する場合は、 [ B's Recorder GOLDj や 「 B's Erase 」 でいったん標準消去して 
から 、 『Rs CUP 」 で再フォーマットしてください。 

•「 B's Recorder GOLD 」 にてコピー禁止機能付き DVD を作成する場合に 
は、本紙表面[推奨メディア]欄にてご案内しておりますメーカー製の 
CPRM 対応 DVD - R/RW for VIDEO メディアをご利用ください。 

•ハードディスクにいったんデータを書き込んでから、メディアへの書き込みを行う 
場合、書き込むファイルと同じサイズの空き容量がハードディスク上に必要です。 

• B's Recorder GOLD の エラー 回避機能のチェックを外さないでください。 

「環境設定]—「ドライブ設定」—[高度なドライブ設定」で、“転送速度エラー 
回避機能”を ON にしてください。※エラー回避機能が常時 ON になっているドライ 
ブでは、[高度なドライブ設定」のボタンは表示されません。 


•他の CD / DVD ドライブを読み込み元ドライブとして使用する場合の注意 
[ B's Recorder G 0 LDJ が対応していない CD / DVD ドライブ※の場合は、読 
み込み元ドライブ（コピー元）としてご利用いただくことができません。そ 
の場合は本製品を読み込み元ドライブとしてご利用ください。 

※ ㈱ ビ -■ エイチ ■ エ-へ対応の有無をお問い合わせください。 

•音楽データを書き込んだ CD - R / RW メディアを再生するには、再生する CD プ 
レーヤーが CD - R / RW メディアに対応してし\る必要があります。 

•Windows 2000でお使いの場合には、ドライブのデジタル CD 再生を無効にし 
てください。 

tDVD 土 R / RW メディアに書き込む際、書き込み終了前に一度トレイが出し入れ 
します。書き込み終了の画面が表示されるまではメディアを抜かないでくだ 
さい。手がはさまれる危険性があります。 




シリアル番号/ tB's Recorder G 0 LD 8 Security : 

CD-Key 參 b s cup 6 : 


DVD オーサリンクソフト等の優待販売について 


本製品には DVD 才ーサリングおよび DVD 再生ソフトウェアを添付しておりません。本製品ご購入のお客様に限り Ulead 社製 DVD 作成ソフト（製品版) 
を特別価格でご購入いただけます。購入をご希望の場合は、下記の手順で優待販売（ダウンロード販売）ページにアクセスし、ご利用ください。 


1添付の CD - ROM を 

2 メニューが表示されたら 

※インターネット接続璟境が必要です。 

DVD ドライブに挿入します。 

[ソフトウェア優待販売ページにアクセスする]をクリックします。 





以下のソフトウェアなどが>'ダウンロードいただけます 

' DVD MovieWriter 3 


DVD 匕デ 7 T を作 U 圪い 
DVD 匕テオを貝だい 


ヒデ 7 T を編集しだい 


素舫の整理 • 編集に 


VideoStudio 8 

Photo Explorer 8 


スライ K シヨーの作成に DVD SlideTheater 2 


傷 


參本優待販売のソフトウェア以外の DVD 再生ソフトや才ーサリングソフト等をご利用いただく場合、ご使用のソフトウェアメーカー様に本製品での動作の可否を 
ご確認ください。(弊社ではその他ソフトウェアの動作確認情報はございません。なお、ソフトウェアメーカー様には製品名 [ DVR - HIOLEj もしくはドライブ名 
[ GSA - H 10 N 」 での動作をご確認ください。） 

• [DVD MovieWriter 3 j および 「VideoStudio 8」を使用して2層 DVD - R メディアに直接 DVD ビデオを作成する事はできません。 

「DVD MovieWriter 3 j をご使用の場合は、一旦 [DVD Movie Writer 3 j でビデオデータ ( VIDE 0_ TS フォルダ)を作成し、パソコンに保存した後、添付の 「 B's Recorder 
GOLD ] にて保存したビデオデータ ( VIDE 0_ TS フォルダ)をデータ DVD として2層 DVD - M ディアに書き込んでください。 

•本優待販売のソフトウェアと、お客様の環境およびドライブとの組み合わせによっては、ドライブの最大性能を発揮できない場合があります。 

•一度旧 ' s Recorder GOLD ] で書き込みをおこなった DVD 土 RW 、 CD - RW メディアを、本優待販売のソフトウェアにてご利用になる場合は、先に旧 ' s Recorder GOLD 」 
でメディアの標準消去をおこなつてからご利用ください。 




パソコンに接続してもマイコンピュータに 
DVD ドライブのアイコンが表示されない。 




本紙表面を參照し、 IDE ケーブル、電源ケーブル、スイッチを再確認してください。 

接続場所とスイッチの設定が合っているかどうか、ケーブルの接触がゆるくないかを確認します。 


ドライブ'文字(番号)を変更してみてください。 

他のドライブ文字(番号)と重なり表示されていない場合があります。 


Windows XP / 2000の場合 


Windows Me の場合 


1■[マイコンピュータ]を右クリックして表示されたメ 
ニューから[管理]をクリックします。 

2 ■[ディスクの管理]をクリックし、右下の画面をスク 
□—ルし、 DVD ドライブの認識があるかを確認して 

\ /こさい。※既存のドライプがある場合はその後に本製品が表示されます。 

3 ■本製品を右クリックして、[ドライブ文字とバスの変 
更]をクリックします。 

4 ■[変更](または[編集])をクリックします。 

5 . ドライブ文字(番号)を他の機器と重ならないよろに選 
択し、[〇 K ] をクリックします。 

6 ■[マイコンピュータ]を開き、設定したドライブ文字 
(番号)が表示されているかどうかを確認してください。 


1_[マイコンピュータ]を右クリックして表示されたメ 
ニューから[プロパティ]をクリックします。 

2 ■[デバイスマネージャ]タブで [ CD - R 〇 M ] をダブル 
クリックし、本製品を選択して、[プロパティ]ボタ 
ンをクリックします。 

3 ■[設定]タブ〇[予約ドライブ文字]でドライブ文字 （ 
番号)を他の機器と重ならないよろに予約してくだ 
さい。 

4 ■[〇 K ] をクリックします。 



2-1 
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2-2 

スクロール 


/Sv s Recorder GOLD をインストールしたら 

マイコンピュータに本製品のアイコンが表示されなくなった。 

ビー•エイチ•エー社へお問い合わせください。 



ライティングソフトが複数インストールされている場合は、 

本製品添付ソフト以外のライティングソフトを全てアンインストールして下さい。 

アンインストール方法はソフトメーカーまたは、ノ V ノコンに標準で組み込まれている場合にはノ V ノコン 
メーカーにお問い合わせください。 

本紙表面の【動作環境の確認】を參照し、動作環境に合ろように 
パソコン環境をアップグレードしてください。 


推奨メディアを使用してください。 

(本紙表面の【動作環境の確認】内[推奨メディア」をご参照ください。） 


IDE の転送モードを変更してください。 

「 PIO のみ J の場合は 「 DMA 」 に、 「 DMAJ の場合は 「 PIO のみ J にしてください。 


(m 


ライティングソフトで書き込み中にエラーが発生したり、 
書き込みが'正常に終了しない。 

また、希望の書き込み速度に設定できない。 




ライティングソフトが複数インストールされている場合は、 

本製品添付ソフト以外のライティングソフトを全てアンインストールして下さい。 

アンインストール方法はソフトメーカーまたは、パソコンに標準で組み込まれている場合にはパソコンメーカー 
にお問い合わせください。 




DVD ビデオを再生するとコマ落ちや音飛びが発生する。 




本紙表面の【動作環境の確認】を参照し、動作環境に合うようにパソコン環境を 
アップグレードしてください。 


IDE の転送モードを変更してください。 

「 PIO のみ」の場合は 「 DMAJ に、 「 DMAJ の場合は 「 PIO のみ J にしてください。 




マイコンピュータで本製品のアイコンをタブ'ルクリックすると 
「アクセスできません」や「フアンクシヨンが'間違つています J 
と表示される。 




データが書き込まれていないメディアを12ットしている場合は、 

このようなメッセージが'表示されます。 

書き込みを行いたい場合は、添付のライティングソフトを起動し、書き込みをおこなってください。 


0 


DVD / CD 読み込み時（再生時）の問題 


1〇 


vg ) 


DVD ビデオが再生できない。 




DVD 再生ソフトを起動し、再生ドライブに本製品が'設定されているかを 
確認してください。 


DVD / CD 書き込み時の問題 


㊣ 


「メディアをセツトしてください J または「ディスクが空でないか、 
ドライブにディスクが挿入されていません J と表示され、 

書さ込めない。 




マイコンピュータで本製品が'認識されているかどうか確認してください。 

認識していない場合は左記「パソコン接続時の問題」 4 [ Q -1] の対処を確認してください。 


【ディアが開けない。 


/ S \ 音楽 CD 、 DVD ビデオやデータ等が書き込まれた 
VS , DVD / CD メ」 


常駐ソフトを停止してください。 

Windows XP の場合 

1■[スタート]ポタンをクリックし、[ファイル名を指 
定して実行]をクリックします。[名前]欄に 
[ msconfig ] と入力し、 [ OK ] ボタンをクリック 
します。 

2 .[スタートアップ]タブをクリックし、以下の項目以 
外のチェックを外し、[適用]ボタンをクリック 
します。 

※後で元に戻せるように現在のチェックの状態をメモ等に控え r ください， 

• IMJPMIG 
- TINTSETP 
- Cftmon 

3 ■[閉じる]ポタンをクリックします。再起動のメッ tz 
ージがでますので、画面にしたがつ r パソコンを 
再起動してください。 

4 ■パソコン再起動後、 DVD / CD メディアが'開けるカヽ 
どうか確認してください。正常に開けるようにな 
つた場合は 1 〜 3 の手順で1つずつチェックを戻し、 
問題となるものを特定し、問題となるものを外し 
た状態で使用してください。 


Windows 2000の場合 

画面右下のタスクトレイ上に常駐されているソフト 
のアイコンを、右クリックやダブルクリックして 
[停止]、[終了]、[無効]等にしてください。 
問題となる常駐ソフトが特定できた場合は、問題と 
なるものを止めた状態で使用してください。 

Windows Me の場合 

1■[スタート]ボタンをクリックし、[ファイル名を指 
定して実行]をクリックします。[名前]欄に 
[ msconfig ] と入力し、[〇 K ] ボタンをクリック 
します。 

2 ■[スタートアップ]タブをクリックし、 
rSystemTrayJ 以外のチェックを外し、[〇 K ] 
ボタンをクリックします。 

※後で元に戻せるよ〇に現在のチェックの状態をメモ等に控えてください。 

3 ■パソコンを再起動します。 

4 ■パソコン再起動後、 DVD / CD メディアが開けるか 
どうか確認してください。正常に開けるようにな 
つた場合は 1 〜 3 の手順で1つずつチェックを戻し、 
問題となるものを特定し、問題となるものを外し 
た状態で使用してください。 




ライティングソフトを起動し、書き込みドライブに本製品が設定されているかどうか 
を確認してください。 


B ' s Recorder GOLD の場合 


[環境設定]をクリック > 

■ ■ > 



容量表示設定 キVッシ; L 設定 メディア情報設定 トラック設定 

Ml 音楽フィルタ設定 ‘ インタ-ネット設定 進？$画面設定 


m 現境設定 起勒ディスク 当 卜‘ライブドライブ検索設定 




使用中のドライ: 


づ4 _ 


g 金]—71 


ドライプ名称： 
ファームウェアリビジ 
ァドレス(木スト名称〉 
最大害き込み速度： 
最大読み込み速度： 
ディスクァットワンス： 
CD TEXT: 


國をクリックして本製品を設定 

※環境によってドライブ文字(番号)は異なります。 



対応しています。 
対応して I ) ます。 




読み込み対応メディア： 


ライティングソフトが複数インストールされている場合は、 

本製品添付ソフト以外のライティングソフトを全てアンインストールして下さい。 

アンインストール方法はソフトメーカーまたは、パソコンに標準で組み込まれている場合にはパソコン 
メーカーにお問い合わせください。 

推奨メディアを使用してください。 

(本紙表面の【動作環境の確認】内[推奨メディア」をご参照ください。） 



お問い合わせ (rj 

L _ S 
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B>Reoorder 

GOLD 8 や ETsCLP 、 

DVD - RAM ドライバーで困ったら • 



DVD ドライブ本体や 

見張っトレイで困ったら… 



〇 


❾ 


ソフトウェアのオンラインマニユアを確認する。 

[スタート]メニューの旧. H . A ] または [ DVD - RAM ] に登録されます。 


ホームページでサボート情報を見る。 

http://help.bha.co.jp/ 


❶ 




i 



本紙表面の【2•設定しよう】、【3.接続しよう】を參照し、 
設定などを確認する。 

※「見張つトレイ」についてはオンラインマニュアルを確認します。 
[スタート]メニューの D -〇 DATA ] に登録されます。 

ホームページでサボート情報を見る。 

•製品 Q & A 、 News など 

http://www.iodata.jp/support/ 

參最新 サボー トソフト 

htt p ://www. iodata. j p/I i b/ 




サボートに問い合わせる。 


それでち解決しなかったら 


株式会社ビー•エイチ•エー 
テクニカルサポートセンター 

TEL 06-4861-8234 

受付時間…10:00〜12:00/1 3:00-1 7:00 

月〜金曜日(祝日などビーエイチ • エー社の休業日を除く） 
※お問い合わせの際はビー•エイチ•エー社へのユーザー登録が必要です。 

http :// www . bha . co . jp / 

• E - Mail : 上記 Web サイトのサボートぺージよりお問しヽ合わせください。 



修理について 


使用上の ご注意 


修理を依頼される前に、以下の事項をご確認ください。 


籲お客様が貼られたシールなどについて 

修理の際に、製品ごと取り替えることがあります> 

その際、表面に貼られているシールなどは失われますので、ご了承ください。 

•修理金額について 

■保証期間中は、無料にて修理いたします。ただし、八ードウエア保証書に記載されている「保証規定」に該当する場合は、有 
料となります。 

※保証期間については、ハードウエア保証書をご覧ください。 

■保証期間が終了した場合は、有料にて修理いたします> 

※弊社が販売終了してから一定期間が過ぎた製品は、修理 ができなくなる場合があります。 

■お送りいただいた後、有料修理となった場合のみ、往復はがきにて修理金額をご案内いたします。修理するかをご検討の 
上、検討結果を記入してご返送ください。（ご依頼時に FAX 番号をお知らせいただければ、修理金額を FAX にてご連絡さ 
せていただきます。） 


本製品の修理をご依頼される場合は、以下の手順で行ってください。 


1. メモに控え、お手元に置いてください。 

お送り頂く製品の製品名、シリアル番号（製品に貼付されたシールに記載されています。）、お送りいただいた日時をメモに 
控え、お手元に置いてください。 

2. これらを用意してください。 

■必要事項を記入した本製品のハードウェア保証書（コピー不可） 

※ただし、保証期間が終了した場合は、必要ありません。 

■下の内容を書いたもの 

•返送先[住所/氏名バあれば） FAX 番号] •日中にご連絡できるお電話番号 

• ご使用環境（機器構成、 OS など） •故障状況（ど5なったか） 

3. 修理品を梱包してください。 

■上で用意した物を修理品と一緒に梱包してください。 

■輸送時の破損を防ぐため、ご購入時の箱•梱包材にて梱包してください。 

※ご購入時の箱•梱包材がない場合は、厳重に梱包してください。 

4. 修理をご依頼ください 

■修理は、下の送付先までお送りくださいますようお願いいたします。 

※原則として修理品は弊社への持ち込みが前提です> 送付される場合は、発送時の費用はお客様ご負担、修理後の返送費用 
は弊社負担とさせていただきます> 

■送付の際は、紛失等を避けるため、宅配便か書留郵便小包でお送りください。 

〒920-8513石川県金沢市桜田町2丁目84番地アイ•オー•データ第2ビル 

株式会社アイ•オー•データ機器修理センター宛 


■修理品到着後、通常約1週間ほどで弊社より返送できま t 
※ただし、有料の場合や、修理内容によっては、時間がかかる場合があります^ 


著作権について 


この製品またはソフトウェアは、あなたが著作権保有者であるか、著 
作権保有者から複製の許諾を得て いる 素材を制作する手段としての 
ものです^もしあなた自身が著作権を所有していない場合か、著作権 
保有者から複製許諾を得ていない場合は、著作権法の侵害となり、損 
害賠償を含む補償義務を負ラことがあります=御自身の権利について 
不明確な場合は、法律の専門家にご相談ください。 


■本製品以外での使用は保証できません。また、本製品で他のラ 
イティングソフトウェアを使用して万一障害が発生した場合は 
弊社ではサボートいたしかねます。ご使用のライティングソフト 
ウェアメーカーにお問い合わせください。 

■書き込みに失敗したメディアの保証はいたしておりません。 

■ DVD + RW ハ RW 、 CD - RW メディアの消去（初期化）は書き込 
みを行ったライティングソフトウェアを使用してください。 
■「 B’s CUP 」 は CPRM に対応しておりません。 


地域コード（リージョンコード）について 


本製品は、日本の地域コードである「2」に設定されています。ソフトウ 
エア DV □プレーヤーなどで他の地域コードに設定した場合、弊社で 
は保証いたしかねます。 


商標について 


• 1-0 DATA は、株式会社アイ • オーデータ機器の登録商標です。 

• Microsoft 、 Windows は、米国 Microsoft Corporation の登 
録商標です。 

參その他、一般に会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。 


Ic^luu 

古紙パルプ配合率100%再生紙を使用 

PRINTED WITH I 

I 费 IsoyinkI 

大豆インキを使用しています 


デジタルライフの夢を拡げる 


m アイ一•デ ー; 3 槺器 

本社サポートセンター：〒920-8513石川県金沢市桜田町2丁目84番地 
ホームページ： http://www.iodata.jp/support/ 

2006.2 .8 Copyright© 2006 1-0 DATA DEVICE, INC. All Rights Reserved. 
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